
 2

参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 4 - 2 - 1

【整備概要】

【事業期間】
　・　平成28年度～平成31年度

　【事業費】
　・　平成28年度　測量設計費 　　 　　13,000千円
　　　　　　　　　不動産鑑定　　 　　　1,000千円
　　　　　　　　　用地費 　　　 　　　10,000千円
　　　　　　　　　本工事費 　　　 　   　 －
　・　平成29年度  用地費 　　　 　　　32,000千円
　　　　　　　　　本工事費　　 　　　 30,000千円
　・　平成30年度  補償費　 　 　　　　17,000千円
　　　　　　　　　本工事費　  　　　　30,000千円
　　　　　　　　  本工事費(踏切拡幅)　75,000千円
　・　平成31年度　本工事費(踏切拡幅)　75,000千円
　　　　　　　　　本工事費　　　　　　13,000千円
※　平成29年度以降事業費は、測量設計等により精査

※この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。
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21,340千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（43）復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 災害公営住宅周辺道路整備事業（四倉）

全体事業費 296,000千円

【事業概要】
　本事業は、災害公営住宅（四倉南団地）の整備に伴い必要となる隣接地域や、国道６号と
の接続道路の歩道整備と舗装改善を図るとともに、ボトルネックとなる狭隘踏切の解消を図
ることにより、300人を超える入居者と周辺住民の安全な通行を確保するものである。ま
た、震災以降、常磐自動車道いわき四倉ＩＣから国道６号への抜け道として、復興事業や除
染・原発作業に関わる大型車など、朝夕の時間帯に集中し、著しい渋滞が発生している状況
にあることから、交通の渋滞緩和を図ることにより、入居者及び周辺住民の快適な住環境を
整えるため、当該工事を実施するものである。

　　・　道路改良工事　L=810ｍ　W=9.5m
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【基幹事業との関連性】
　D-４　災害公営住宅整備事業（四倉地区）は、災害により住宅を失い個人で住宅を再建す
ることが困難な被災者に対し、安定した生活を確保してもらうために整備するものであり、
当該団地と一体的な整備を実施することで、入居者及び周辺住民の住環境向上につながり、
四倉町南部地域の安全・安心な復興地域づくりを実現することで、地域の新たな課題解決に
大きく寄与するものである。
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     当初       変更 
平成28年度  24,000千円  45,340千円   
平成29年度  62,000千円   70,660千円  
平成30年度 122,000千円 105,000千円 
平成31年度  88,000千円  75,000千円 
    計  296,000千円 296,000千円 
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